
　　　　

事務事業コード

施策名 　内 直接事業費 1 　担当部課名

　内 人件費 2 　評価責任者氏名

3 　妥当性評価

　内 直接事業費 4 　有効性評価

　内 人件費 5 　効率性評価

401001010

農業の振興 33,882,062 1 農林水産部　営農支援課

17,560,743 2 永田　敬一

3 高い

408,240,025 4 普通

16,345,050 5 高い 改善の効果 高い

401002010

農業の振興 60,500,642 1 農林水産部　農政課

26,415,783 2 渡邉　康統

3 高い

33,380,797 4 高い

22,421,630 5 普通 改善の効果 普通

401002020

農業の振興 150,231,000 1 農林水産部　農政課

29,696,847 2 渡邉　康統

3 高い

260,592,000 4 高い

32,309,050 5 普通 改善の効果 高い

401002030

農業の振興 2,025,000 1 農林水産部　農政課

3,481,170 2 渡邉　康統

3 普通

1,795,000 4 普通

3,025,990 5 普通 改善の効果 普通

401002040

農業の振興 10,226,685 1 農林水産部　農政課

2,736,653 2 渡邉　康統

3 高い

10,008,401 4 高い

4,487,731 5 普通 改善の効果 普通

401002050

農業の振興 258,185 1 農業委員会事務局

6,121,348 2 加藤　兼三

3 普通

251,050 4 普通

2,785,698 5 普通 改善の効果 普通

401002060

農業の振興 5,581,020 1 農林水産部　農政課

4,069,713 2 渡邉　康統

3 高い

5,440,380 4 高い

8,811,180 5 高い 改善の効果 普通

7

畜産業の持続的な振興と畜産農家の経営
安定を図ることを目的に、畜産業に関係す
る諸問題の解決に取組み、地域と共存する
畜産経営環境を整備する。

9,650,733

○

事 務 事 業 評 価
畜産業は、施設整備、機械導入、素畜導
入費等が高額であり経営維持だけでも大変
な状況である。さらに、近年飼料・牧草の高
騰が著しく、畜産農家経営を圧迫している。
そのため、本市の重要な産業である畜産業
の経営安定を図る必要がある。

養豚施設の整備、死亡牛の処理、酪農ヘル
パー利用組合に対する補助を通じて、畜産
農家の経営安定化を図った。

畜産農家の安定的な経営を支援するため、
適時、適切な補助事業を実施するとともに、
国庫補助事業等を活用した経営基盤強化
の取組を支援する。畜産振興事業

14,251,560

6

農業者の老後に必要な農業者年金の給付
に必要な諸届受付を行い、農業者の老後
の生活の安定及び福祉の向上を図るととも
に、農業の担い手を確保し、農業者の生涯
所得の充実を図る。

6,379,533

○

事 務 事 業 評 価
　農業者年金の給付に関する諸届受付を
行い、農業者の老後生活の安定及び福祉
の向上を図っている。
　農業者の生涯所得の充実に向け、農業
者年金制度の周知徹底を図り、より多くの
加入者確保をめざす必要がある。

　農業者年金制度の加入は任意であるが、
農業委員会だよりへ記事掲載、農業委員等
を対象とした研修会や認定農業者へチラシ
の配布、イベント会場での啓発等、あらゆる
機会において制度の周知を図った。

　農業者年金制度の周知を図るため、ＪＡと
連携を強化しながら継続的に広報誌への記
事掲載やチラシの配布等を実施する。加入
の推進役を担う農業委員等を対象とした研
修会を実施し、旧制度との相違点や特徴、メ
リット等を説明できる人材を育成しながら、対
象となる農業者に推進していく。

農業者年金推進事業
3,036,748

5

畜産の伝染病は、発生農家はもとより産地
として大きなダメージに繋がる。家畜の法定
伝染病等の自衛防疫を促進するとともに、
良質な畜産物を生産し、家畜飼養農家経
営の安定と健全な発展を図る。

12,963,338

○

事 務 事 業 評 価
伝染病は一度発生すると容易に他へ感染
してしまうことから、市内畜産農家が同じ危
機意識を持ち、地域一丸となって家畜防疫
対策に取り組む必要がある。畜産農家に
よって意識や対応に差異があるため、より一
層の防疫意識の高揚を図る必要がある。

家畜伝染病予防のため、ワクチンや防疫資
材の購入の補助を実施し、田原市家畜防疫
対策協議会の活動を支援することで、畜産
農家に防疫の重要性の啓発を図った。

伝染病予防は畜産農家の自己防疫が要と
なるが、農家個々のレベルアップのため田原
市家畜防疫対策協議会を支援し、農家の防
疫意識の高揚を図る。
豚熱をはじめ各種伝染病のリスクも高いこと
から、これまで以上に家畜伝染病が市内で
発生しないよう対策、防疫強化、支援強化
を図る。

家畜伝染病予防支援
事業

14,496,132

4

国の米政策に基づき、田原市地域農業再
生協議会を通じて主食用米の生産数量目
標の配分や情報提供等を行い、米の需給
及び価格の安定と水田の有効利用を図る。

5,506,170

○

事 務 事 業 評 価

主食用米の需給バランスを保つため、飼料
用米等の転作の取組を支援するとともに、
「水田収益力強化ビジョン」に基づく地域振
興作物等の生産を支援することで魅力的な
産地づくりに向けた取組を支援している。

国が進める水田活用施策（水田を活用して
飼料用米、麦などの戦略作物への作付転換
を図る）に基づき、田原市地域農業再生協
議会が行う事業（希望者の取りまとめ、申請
受付、現地確認など）を支援した。

田原市地域農業再生協議会が行う推進事
業を継続して支援し、水田の有効活用として
飼料用米、麦など戦略作物への作付転換を
推進する。

経営所得安定対策推
進事業

4,820,990

3

農家の経営基盤の強化を図る各種補助事
業を実施するとともに、先進技術の導入な
どに関する事業を実施することで地域農業
の発展に寄与する。

179,927,847

○

事 務 事 業 評 価
機械導入や施設の新設・改修を進め、農業
経営を活性化させるため、国費を中心とし
た補助事業を活用している。しかしながら、
補助要件の厳しさなどから申請要件を満た
すことができない場合や、特定の品目のみ
でしか申請できない場合がある。

国費を活用した申請が要件を満たせずでき
なかった場合は、県費や市費での補助事業
を活用し、機械導入や施設の新設等の支援
を行い、生産基盤の強化を図った。

補助事業について、国費のみならず、県費
や市費による事業を国費と連動させて柔軟
に対応し、農業者の機械導入や規模拡大等
による農業経営の活性化及び農地・施設の
流動化が促進されるよう支援強化を図る。

農業経営支援事業
292,901,050

・本市は、経営基盤が整っている農業者が
多いという地域特性を持っている。このアドバ
ンテージを最大限活かした新規就農者対策
が最も効果的で効率的であることから、親元
就農の支援充実を図る。また、新規に農業
を始める方や、別の仕事をしながら農業をす
る方など多様な担い手の確保・育成も併せ
て行う。

担い手支援事業
424,585,075

2
国内外への販路拡大、産地競争力の強
化、地域農産物の普及啓発を実施すること
で地域農業の発展に寄与する。

86,916,425

○

事 務 事 業 評 価

・田原市が花きの産出額日本一だという認
知度が低い。
・国内販路は他産地との競争が激化してお
り、将来を見据えて、安定供給できる海外
市場の開拓が必要である。

・令和６年度から継続して「世界に誇れる花
のまち」プロジェクトを実施し、国内外からの
誘客を図った。
・「愛知県田原市産」の品質を海外バイヤー
に直接売り込み、新規販路を獲得した。

・国際園芸博覧会への出展を一過性の取組
で終わらせることなく、契機を活かして首都
圏を中心に田原市産花きの認知度向上を
継続的に図るとともに、花きの購買促進およ
び販路拡大につなげる。
・国内外の更なる販路拡大のため、田原市
産農産物の付加価値を付け、差別化を図
る。

農業経営活性化事業
55,802,427

事務事業名
R7決算額（円）

1

・田原農業改良普及課やＪＡなどの関係機
関と連携して、新規就農者の確保・育成を
図る。併せて、農業者が組織する団体の支
援も行う。

51,442,805

○

事 務 事 業 評 価

当該年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

年度以降の課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）

No 事務事業の目的

R6決算額（円）
評
価
実
施
判
定

事 務 事 業 評 価

事務事業の現状と課題
（年度当初）

・少子高齢化の進行により農業従事者は大
幅に減少することが想定されることから、本
市農業が持続的に発展していくためには、
新規就農者の確保が喫緊の課題となって
いる。

・新規就農者の確保対策として、栽培技術
や経営を学ぶ場所の紹介や、資金や農地の
確保を支援する就農前支援、定期的な見
回りや電話での相談対応などの就農後支援
を切れ目なく行うことにより、31名の新規就
農者を確保することができた。



　　　　

事務事業コード

施策名 　内 直接事業費 1 　担当部課名

　内 人件費 2 　評価責任者氏名

3 　妥当性評価

　内 直接事業費 4 　有効性評価

　内 人件費 5 　効率性評価

事務事業名
R7決算額（円）

当該年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

年度以降の課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）

No 事務事業の目的

R6決算額（円）
評
価
実
施
判
定

事 務 事 業 評 価

事務事業の現状と課題
（年度当初）

401003010

農業の振興 53,195,159 1 農林水産部　農政課

6,536,537 2 渡邉　康統

3 高い

50,472,695 4 普通

7,627,549 5 普通 改善の効果 高い

401003020

農業の振興 510,500 1 農林水産部　農政課

992,892 2 渡邉　康統

3 高い

1,789,333 4 普通

515,139 5 普通 改善の効果 普通

401004010

農業の振興 461,851 1 農林水産部　農政課

2,335,192 2 渡邉　康統

3 普通

703,957 4 普通

5,157,698 5 普通 改善の効果 普通

401004020

農業の振興 66,227,421 1 農林水産部　農業公園管理事務所

94,315,781 2 佐々木　豊

3 高い

36,916,827 4 普通

83,003,252 5 普通 改善の効果 普通

401004030

農業の振興 0 1 農林水産部　農業公園管理事務所

0 2 佐々木　豊

3 高い

18,480,000 4 普通

9,843,506 5 普通 改善の効果 普通

401005010

農業の振興 35,915,090 1 農林水産部　農政課

2,127,563 2 渡邉　康統

3 普通

32,537,284 4 高い

3,703,019 5 普通 改善の効果 普通

401005020

農業の振興 23,229,229 1 農林水産部　農政課

2,099,898 2 渡邉　康統

3 普通

16,089,383 4 高い

2,973,277 5 普通 改善の効果 普通

14

堤防決壊時には、下流農地だけでなく民家
等にも甚大な被害が予想されるため、県営
土地改良事業により堤体等の改修を行い、
農業経営の安定と生活環境の保全を図
る。

25,329,127

○

事 務 事 業 評 価
防災重点ため池の耐震診断を行い、大地
震に対して耐震性能が十分でない池の耐
震整備を早急に進める必要がある。また、
県事業主体である愛知県やため池管理者
の土地改良区等と調整し、事業の推進を図
る必要がある。

農業用ため池管理及び保全に関する法律に
基づき、防災重点農業用ため池の選定及び
耐震診断を実施した。また、県営老朽ため
池等整備事業黒見地区及び県営防災ダム
事業滝頭上池・下池地区等において事業の
進捗を図った。

防災重点農業用ため池の耐震診断を実施
するとともに、耐震性能が十分でない池につ
いては優先順位を定め、県営防災ダム事業
による計画的な整備を進め、防災機能の強
化を図る。また、土地改良区等のため池管
理者と調整・協議を行い、団体営ため池廃
止事業を計画的かつ円滑に事業の推進を
図る。

ため池等整備促進事
業

19,062,660

13

農道舗装や排水路、用水路整備、農地の
区画拡大を行い、農業生産性や営農利益
の向上を図るために土地改良事業を促進
する。

38,042,653

○

事 務 事 業 評 価

県営事業で整備している県営経営体育成
基盤整備事業に対して、事業主体である愛
知県、土地改良区及び担い手農家等と調
整を行い、事業の推進を図る必要がある。

和地太田地区では区画整整理工を実施し、
伊良湖３期地区では区画整理工、ファーム
ポンド工等を実施した。また、事業主体であ
る愛知県、地元役員及び担い手農家等と今
後の事業スケジュールについて調整を行
い、事業の円滑な進捗を図った。

和地太田地区をはじめとする基盤整備につ
いては、事業主体である愛知県、土地改良
区及び担い手農家等と調整・協議を行い、
計画的かつ円滑に事業の推進を図る。

農地基盤整備促進事
業

36,240,303

12

農業公園としてのサービス水準を高め、目
的型施設としての魅力向上を図る。
田原市芦ヶ池農業公園リニューアルPFI事
業として、設計・建設及び令和29年3月ま
での運営業務・維持管理等に関する業務を
事業者に委託する。

0

○

事 務 事 業 評 価
事業者との競争的対話により、リニューアル
PFI事業における要求水準書等を確定させ
る。
事業者の公募・選定を行い、決定した優先
交渉権者と細部について協議し、12月の事
業契約の締結を目指す。

予定したスケジュールどおり令和7年12月に
ＰＦＩ事業契約を締結することができた。整備
工事に着手するため、設計業務や地盤調査
業務等を行った。

令和９年度中の整備工事の完了を目指し、
事業者と細部の調整を進める。芦ヶ池農業公園整備

事業

28,323,506

11

農業公園として魅力ある施設を目指すとと
もに来園者の安全確保を図る。また、都市
と農村の交流の場や地元農畜産物の振興
の場としての活用を図る。

160,543,202

○

事 務 事 業 評 価

施設の老朽化が進むとともに、バリアフリー
などに対応できていないという課題がある。
そのため、リニューアルＰＦＩ事業が円滑に進
むよう、事業の整理を行う必要がある。

季節に応じたイベントや各種教室を継続して
開催するとともに、民間移行に向けて人員の
縮小や動物の整理を行った。

令和１０年のリニューアルオープンを見据
え、可能な範囲で機能を維持しつつ公園を
運営する。
民間移行に備え、これまでの運営方法を事
業者に引き継ぐとともに、さらに効果的・効率
的な運営を目指す。

芦ヶ池農業公園運営
事業

119,920,079

10
たはら食育推進計画に基づき、市民、市や
関係団体がそれぞれ主体となって様々な
取組を行い、食育の普及・啓発を図る。

2,797,043

○

事 務 事 業 評 価

市民一人ひとりの健全な食生活実践のた
め、たはら食育推進計画に基づき、「体」
「心」「環境」の三つの視点に沿った食育を
推進する必要がある。

市内高校と企業がコラボし、「高校生地産地
消レシピ」を開発、企業にて食堂のメニューと
して提供した。田原市の野菜を使用したレシ
ピ及びレシピ集の開発、保育園や小学校で
食育講座を開催するなど、市民へ食事の大
切さを啓発した。

たはら食育推進計画に基づき、市民等が実
施する食育活動を支援するとともに、食育に
関する情報提供に取り組み、市民の食育へ
の理解を促進する。食育推進事業

5,861,655

9

畜産経営において、負担が大きい糞尿処
理に対し施設改修等の支援措置を講ずるこ
とで、糞尿処理の適正管理及び畜産農家
の経営安定を促進し、畜産業の健全な振
興を図る。

1,503,392

○

事 務 事 業 評 価

畜産業に由来する環境問題に対応するた
め適切なふん尿処理等が必要であるが、畜
産農家にとって設備投資は大きな負担と
なっている。

畜舎、堆肥舎等消臭対策について補助金に
よる支援を行い、悪臭に伴う環境問題の改
善がされるとともに、農家負担の軽減が図ら
れた。

家畜ふん尿処理施設の改修等への支援を
継続実施し、環境問題（野積み、排水対
策、臭気問題等）を未然に防ぐ。家畜糞尿処理支援事

業

2,304,472

8

農業生産における化学肥料、農業資材、農
薬等の使用による環境への影響を軽減し、
環境保全と生産性の維持・向上との調和が
可能な環境保全型農業を農業者、農業団
体及び市が一体となって推進する。

59,731,696

○

事 務 事 業 評 価
安心安全な農産物の供給は、農産地の推
進に欠かせないものであり、環境に配慮した
生産者の取組を更に広げる必要がある。
昨今では市内全域で有害鳥獣による農作
物被害が拡大しており、対策の強化を図る
必要がある。

脱炭素農業に繋がる施設改修等の取組に
対し、補助金による支援を実施した。野生イ
ノシシ捕獲用檻の追加購入や小動物捕獲用
檻の貸し出し、電気柵設置への補助金支援
を実施し、農作物被害の軽減を図った。

・化学肥料、農薬、燃油使用量等の低減を
図り、持続可能な農業産地の形成を目指
す。
・有害鳥獣による農作物被害対策や捕獲従
事者の確保を支援する。特にイノシシについ
ては根絶を目標に捕獲を継続していく。

環境保全型農業支援
事業

58,100,244



　　　　

事務事業コード

施策名 　内 直接事業費 1 　担当部課名
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　内 直接事業費 4 　有効性評価
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事務事業名
R7決算額（円）

当該年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

年度以降の課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）

No 事務事業の目的

R6決算額（円）
評
価
実
施
判
定

事 務 事 業 評 価

事務事業の現状と課題
（年度当初）

401005030

農業の振興 77,693,746 1 農林水産部　農政課

1,317,063 2 渡邉　康統

3 高い

130,338,074 4 高い

2,661,545 5 普通 改善の効果 普通

401005050

農業の振興 30,873,666 1 農林水産部　農政課

1,117,533 2 渡邉　康統

3 高い

30,468,467 4 高い

4,148,852 5 普通 改善の効果 普通

401005060

農業の振興 47,026,144 1 農林水産部　農政課

2,274,858 2 渡邉　康統

3 普通

46,412,633 4 普通

4,357,858 5 普通 改善の効果 普通

401005070

農業の振興 478,697 1 渥美支所　市民サービス課

1,323,169 2 河合　まり子

3 高い

476,510 4 高い

2,408,451 5 普通 改善の効果 普通

401005080

農業の振興 17,385,498 1 農林水産部　農政課

5,406,198 2 渡邉　康統

3 高い

21,505,295 4 高い

9,720,425 5 普通 改善の効果 普通

401005090

農業の振興 93,003,424 1 渥美支所　市民サービス課

6,877,639 2 河合　まり子

3 高い

52,795,991 4 高い

7,693,322 5 普通 改善の効果 普通

401005100

農業の振興 33,131,701 1 農林水産部　農政課

1,181,980 2 渡邉　康統

3 高い

28,779,448 4 高い

2,754,120 5 普通 改善の効果 高い

21

農用地による流出量の増加により水路能力
が不足し、農地のたん水被害を引き起こし
ているため、排水路を改修し、災害を未然
に防止することにより地域産業の振興を図
る。

34,313,681

○

事 務 事 業 評 価

県営緊急農地防災事業で整備する排水路
の事業に対して、地元関係者等と調整を行
い、事業の推進を図る必要がある。

県営緊急農地防災事業で整備六号地区に
おいて排水路工を実施した。また、豊島排水
路については、新規地区として県営事業の
採択に向け、事業主体である愛知県及び地
元関係者等と調整・協議を行い、事業の円
滑な推進を図った。

新規地区である県営緊急農地防災事業豊
島排水路地区については、事業主体である
愛知県及び地元関係者等と調整・協議を行
いながら、豊島排水路の計画的な改修を進
め、西山町地内集落への豪雨時における湛
水被害を防止する。

緊急農地防災促進事
業

31,533,568

20

排水機の運転に支障を来さないように、定
期的な保守点検及び維持管理を行う。ま
た、老朽化した施設の修繕等を行い、施設
の機能を維持する。

99,881,063

○

事 務 事 業 評 価
排水機場等の施設機能を維持するため、
老朽化した設備や機器の修繕及び更新が
必要となっている。また、経年劣化による不
具合箇所については、大規模な故障や修
繕に至る前に、計画的な維持を実施する必
要がある。

向山排水機場の真空ポンプ取替工事を実
施するとともに、その他の排水機場において
も施設維持修繕工事を実施した。
これにより、排水機場の機能維持及び運転
の安定化を図り、大雨時における適切な排
水体制の確保につながった。

愛知県土地改良事業団体連合会が行う土
地改良施設維持管理適正化事業を活用
し、施設の老朽化状況を踏まえた計画的な
改修及び修繕を進め、排水機能の維持に努
める。

排水機場等維持事業
（渥美支所）

60,489,313

19

たん水被害を防止し、農業経営及び生活
環境の安定を図るため、降雨時の排水機
の運転に支障をきたさないように、排水機の
定期的な保守点検及び維持管理を行う。
また老朽化した施設については、安定した
運転ができるように、機器のオーバーホー
ル及び交換等を行う。

22,791,696

○

事 務 事 業 評 価

排水機場の機能を適正に維持し、施設の
長寿命化を図るため、計画的にオーバー
ホール等を実施する必要がある。

田原第一及び第二排水機場については冷
却水ポンプ取替工事を、青尾新田排水機場
については水中ポンプ取替工事を県費補助
事業により実施した。また、排水機場の適正
な管理を行い、降雨時における排水機能の
確保を図った。

排水機場の計画的な改修を進めるとともに、
突発的に発生する故障等の緊急的な対応
について、愛知県と調整・協議を行いなが
ら、県費補助を活用し適切かつ円滑な対応
を図る。

排水機場等維持事業
31,225,720

18
土地改良施設（海岸樋門）の適正管理を図
り、小規模災害等に対応可能とするため、
施設の維持管理を行う。

1,801,866

○

事 務 事 業 評 価

土地改良施設を適正に維持管理するた
め、管理委託先である３団体の操作員に対
し、施設の操作方法や緊急時の対応につい
て十分な指導を行い、適切な管理体制を
維持する必要がある。

管理委託者に対し、樋門の操作方法や管理
上の留意事項について指導を行い、土地改
良施設の適正な維持管理に努めた。
これにより、緊急時の適切な対応ができる管
理体制の維持につながった。

緊急時に迅速かつ適切な対応が可能となる
よう、自治会等管理委託者と連携を密にし、
施設の操作方法や管理上の留意事項につ
いて継続的な指導を実施し、適正な維持管
理に努める。

土地改良施設維持事
業（渥美支所）

2,884,961

17
土地改良施設の適正管理を行うとともに、
小規模の災害等に適応するため、土地改
良施設の維持管理を行う。

49,301,002

○

事 務 事 業 評 価

土地改良施設の維持を目的とした施設の
改修・修繕を迅速に、かつ計画的に実施す
る必要がある。

土地改良施設の維持管理に必要な補修等
を行い、施設の適切な管理を行った。 土地改良施設の機能が最大限発揮される

ように施設の維持管理に努める。土地改良施設維持事
業

50,770,491

16

土地改良区が事業主体の単県土地改良
事業等を支援し、農業の生産性向上と災
害防止及び国土の保全を図るため、排水
路・その他の土地改良施設の整備を行う。

31,991,199

○

事 務 事 業 評 価

土地改良区が計画する土地改良施設の整
備について、施設の緊急性、有効性及び効
率性を考慮して整備対象施設を選定する
必要がある。

緊急性及び必要性を考慮し、前田揚水機補
修工事など土地改良施設の整備事業を支
援した。

引き続き、緊急性及び必要性を考慮しなが
ら、土地改良区が主体の施設整備を支援す
る。土地改良施設整備事

業

34,617,319

15

地区内農用地からの流出量の増大や、排
水機場の老朽化に伴う排水能力の低下に
よるたん水被害を防止するため、排水機場
の改築を行い被害を未然に防ぐたん水防
除事業を促進する。

79,010,809

○

事 務 事 業 評 価

県営事業で整備する排水機場や等の事業
に対して、県事業主体である愛知県及び地
元関係者等と調整を行い、事業の推進を
図る必要がある。

県営たん水防除促進事業新天白地区につ
いては仮設工を実施し、県営農業水利施設
保全対策事業では豊島地区において排水
路工、一本松下地区において機械類工、汐
川地区において詳細設計を実施し事業の推
進を図った。

農地への豪雨によるたん水被害の未然防止
を目的として、事業主体である愛知県及び
地元関係者等と調整・協議を行い、老朽化
した既設排水機場及び排水路の計画的な
改修を行うことで農業水利施設の保全対策
を推進する。

たん水防除促進事業
132,999,619
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401006020

農業の振興 2,917,820 1 農業委員会事務局

7,841,610 2 加藤　兼三

3 高い

2,076,908 4 普通

14,403,192 5 普通 改善の効果 普通

401006030

農業の振興 8,152,039 1 農林水産部　営農支援課

26,471,967 2 永田　敬一

3 高い

32,997,373 4 普通

20,957,430 5 高い 改善の効果 高い

401006040

農業の振興 203,041,780 1 農林水産部　農政課

7,410,389 2 渡邉　康統

3 高い

211,046,600 4 高い

9,480,392 5 普通 改善の効果 普通

402001010

水産業の振興 1,741,700 1 農林水産部　農政課

4,286,520 2 渡邉　康統

3 高い

115,000 4 普通

4,689,938 5 普通 改善の効果 普通

402002010

水産業の振興 20,482,127 1 農林水産部　農政課

8,058,315 2 渡邉　康統

3 高い

30,133,290 4 普通

6,544,427 5 普通 改善の効果 普通

402003010

水産業の振興 66,368,444 1 都市建設部　維持管理課

7,911,822 2 渡會　英樹

3 高い

42,229,868 4 普通

8,124,271 5 普通 改善の効果 普通

403001010

工業の振興 3,058,677 1 商工観光部　企業立地課

17,680,503 2 小谷　生典

3 高い

3,445,315 4 普通

17,991,241 5 普通 改善の効果 普通

28

本市の産業振興と地域活力を増進するた
め、臨海部に企業の誘致を図るとともに、東
三河5市が連携した企業誘致の活動を行
う。

20,739,180

○

事 務 事 業 評 価
・本市臨海部の企業用地について、複数企
業が立地に向けた検討を進めるほか、市内
企業が事業拡大のために用地を購入する
など、活発な企業活動が続いている。
・進出検討企業の事業化に向けて、引き続
き地域や関係団体との橋渡し役となって企
業を伴走支援する必要がある。

・進出検討企業との面談の機会を多く設け、
企業進出に向けた様々な課題の解決に努
めたことで、各企業の事業化の確度を高める
ことができた。
・廃熱利用脱炭素システム実現性調査業務
を東京大学に委託し、臨海工業圏の廃熱の
利活用に関する検討を行った。

・引き続き産業動向の把握や用地情報の発
信に努めるとともに、自動車関連企業や循
環型社会の形成に寄与する企業の誘致を
図る。誘致活動事業

21,436,556

27
市が管理する姫島、宇津江、伊川津漁港
施設の維持管理を適正に行う。

74,280,266

○

事 務 事 業 評 価

利用者が安心・安全に使用できる漁港を目
指し、適正な維持管理を継続していく必要
がある。

指定管理による漁港施設の円滑な維持管
理を行うとともに、宇津江漁港において浮桟
橋取替工事を実施するなど、機能の保全を
図った。

漁港機能保全計画に基づく施設の修繕や浚
渫等を実施して良好な漁港施設の維持管
理に努める。漁港管理事業

50,354,139

26

漁業者・漁業関係団体が漁業経営の活性
化、漁場環境の改善を図るために行う「水
産多面的機能発揮対策事業」に対し、国、
県とともに支援し、漁場環境の改善を図り、
漁業者の経営安定を目指す。

28,540,442

○

事 務 事 業 評 価
漁業協同組合が所有する財産の多くは、老
朽化等で更新の時期を迎えており、漁業生
産力を維持・向上させるためには、継続的
な支援が必要である。
また、漁場環境を適切に保ち、維持し続け
るためには、漁業者や漁業関係団体と連携
した支援が必要である。

漁業協同組合等が行う漁業生産力強化な
どの取組や漁場環境改善を図る取組（耕う
ん、清掃活動等）に対して支援を行った。ま
た、ICTを活用した「スマートカキ養殖」の実
証実験及びIoTを活用した海域調査を実施
するなど、安定的かつ持続可能な水産業の
実現に向けた支援を行った。

漁業協同組合が漁業生産力の維持・向上
のため行う取組や、漁業者及び漁業関係団
体が漁場環境改善を図るために行う取組
（耕うん、清掃活動等）に対して継続して支
援する。さらに、新たな水産物の販売及びブ
ランド化に向けて、漁業協同組合等と連携
し、必要な支援を継続して行う。

漁業者・団体支援事
業

36,677,717

25

水産物の安定供給を目指し、「獲る漁業」
から「育てる漁業」への転換を図るため、漁
業協同組合が実施する稚貝等放流事業を
支援し、水産資源の増大を目指す。

6,028,220

○

事 務 事 業 評 価
水産資源の定着は、潮流や海水温の変化
などにより、大きく左右される一面があるが、
資源の枯渇を防ぐため、「獲る漁業」から
「育てる漁業」への転換が必要である。特
に、アサリについては、漁業協同組合と協力
し、水揚げの増大に繋がる対策を行う必要
がある。

水産資源の確保と定着を図るため、稚魚（メ
バル、カサゴ、ヒラメ）を購入し、漁場へ放流
した。アサリ稚貝放流及び採取事業を実施
する予定であったが、稚貝供給元である豊
川河口の稚貝定着率が低かったため、事業
実施していない。

「育てる漁業」を推進するため、魚類放流事
業は引き続き実施する。
アサリの減少に対する対策について、引き続
き県や漁業協同組合と調整を図り、必要な
支援を行う。また、アサリに加え、ハマグリやミ
ルクイなどの種苗放流についても継続的に
支援し、水産資源の維持・増大を図る。

栽培漁業振興支援事
業

4,804,938

24

地域における農地・水・環境の良好な保全
と質的向上を図ることを目的に、地域ぐるみ
で行う草刈、浚渫等施設の維持管理を行う
活動組織に対して農地維持・資源向上（共
同活動・施設の長寿命化）活動を支援す
る。

210,452,169

○

事 務 事 業 評 価
活動組織による農道、水路等の草刈、泥上
げ等を支援し、農業用施設の適切な維持
管理を実施している。活動組織が複雑な制
度を理解し、適正な活動をする必要があ
る。また、事業計画の認定及び活動の実施
状況確認等の市の役割が多く、19組織の
活動内容の把握が必要である。

要望のあった各活動組織へ出向き、施設の
長寿命化及び共同活動についての説明を
行った。また問題点、疑問点などの相談を
随時受付、指導や助言を行い、業務の適正
化を図った。

令和6年度～令和10年度の5か年計画に基
づき、今後も円滑に事業を実施できるよう
に、各活動組織に対し説明会や勉強会を行
う。事業を進めていく中で、疑問点や相談な
どを随時受付し、適切な指導を行う。

多面的機能支払事業
220,526,992

23

・市が単独で実施する「農地・園芸施設バ
ンク」や、愛知県との協働で実施する「農地
中間管理事業」などの運営を通して、農地
及び園芸施設の集積・集約を促進する。

34,624,006

○

事 務 事 業 評 価 ・これまで、手放したい農地や貸し出したい
農地については、本市が単独で運営する
「農地・園芸施設バンク」の運用により、農
地を必要とする担い手へ繋ぐ取組を行って
きたところであるが、近年、依頼件数は増加
傾向にあるため、利用者にとって、利用しや
すく、また、効率的な方法での取組への変
更が必要となっている。

・「農地・園芸施設バンク」の運用により、37
筆の農地について売買・貸借が成立した。
・令和8年2月から、売買・貸借の申請が
WEB上で可能な「未来の農地マップ」の運用
を開始した。
・大学との連携事業で施設園芸農家を対象
とした調査を実施した。

・農地及び園芸施設の流動化を図り、農地
の集積・集約を推進するため、「未来の農地
マップ」の利用を積極的に推進する。
・昨年度に大学との連携で実施した施設園
芸農家を対象とした調査結果を基に、遊休
園芸施設の有効活用に向けた支援の方向
性を検討する。

営農支援事業
53,954,803

22

農業経営基盤強化促進法に基づき農用地
の利用権設定等の農用地利用集積等促
進計画を策定し、農業の担い手育成及び
農用地の有効利用を図る。担い手への農
地集積・集約化の推進、遊休農地の発生
防止・解消、農地中間管理機構との連携、
新規就農者の参入の促進等の活動を担
う。

10,759,430

○

事 務 事 業 評 価 　農業経営基盤強化促進法の改正により、
従来の相対契約は廃止され、農用地利用
集積等促進計画による契約へ一本化され
たため、制度の周知と円滑な手続きを進め
る必要がある。
　毎年の農地利用状況調査から、遊休農
地が増加傾向にあるため、解消が課題であ
る。

　貸借の更新を迎える農業者へ、農用地利
用集積等促進計画の制度の周知を図り、利
用権設定を促進した。売買の申請書作成支
援を行った。
　「未来の農地マップ」(運用開始2月)の窓
口での周知と農業委員・農地利用最適化推
進委員へ活用方法の説明会を実施した。

　農業委員・農地利用最適化推進委員の連
携強化とともに、関係部署と情報共有を図
り、引続き農用地利用集積等促進計画に関
する制度の周知と利用促進を図る。
　また、離農等により農地が遊休化しないよ
う所有者等へ「未来の農地マップ」の活用を
促し、農地拡大希望者へ農地の集積・集約
を図る。

農地利用最適化推進
事業

16,480,100



　　　　

事務事業コード

施策名 　内 直接事業費 1 　担当部課名
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3 　妥当性評価

　内 直接事業費 4 　有効性評価
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事務事業名
R7決算額（円）

当該年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

年度以降の課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）

No 事務事業の目的

R6決算額（円）
評
価
実
施
判
定

事 務 事 業 評 価

事務事業の現状と課題
（年度当初）

403001020

工業の振興 22,540,260 1 商工観光部　企業立地課

7,120,264 2 小谷　生典

3 高い

13,867,300 4 普通

7,926,771 5 普通 改善の効果 普通

403002010

工業の振興 2,161,030 1 商工観光部　企業立地課

7,300,762 2 小谷　生典

3 高い

2,269,120 4 普通

7,780,807 5 普通 改善の効果 普通

404001010

商業の振興 107,953,223 1 商工観光部　商工課

18,651,142 2 花井　康臣

3 高い

468,478,058 4 高い

21,202,682 5 普通 改善の効果 高い

404002010

商業の振興 56,392,366 1 商工観光部　商工課

10,581,610 2 花井　康臣

3 普通

41,976,201 4 普通

7,987,861 5 普通 改善の効果 普通

404003010

商業の振興 121,846,740 1 商工観光部　商工課

8,092,717 2 花井　康臣

3 高い

46,033,760 4 普通

7,260,384 5 普通 改善の効果 普通

405001010

観光の振興 99,730,153 1 商工観光部　観光課

26,106,226 2 折戸　裕美

3 普通

97,478,983 4 高い

30,675,800 5 普通 改善の効果 高い

405002010

観光の振興 76,114,008 1 商工観光部　観光課

3,010,567 2 折戸　裕美

3 普通

27,105,092 4 普通

3,212,045 5 普通 改善の効果 普通

35

道の駅（田原めっくんはうす、あかばねロコス
テーション、伊良湖クリスタルポルト）及び三
河田原駅（交流ひろば）を適正に管理運営
することで、田原に訪れる観光客の利便を
図り、観光客の増加と地域の活性化につな
げる。

79,124,575

○

事 務 事 業 評 価
・田原めっくんはうす、あかばねロコステー
ション、伊良湖クリスタルポルトは、施設と設
備機器の老朽化等による改修・修繕等の
費用が増加傾向にある。
・劣化・不具合箇所の優先順位を見定め、
計画的な管理運営を行う必要がある。

・田原めっくんはうす外壁等改修工事の設計
業務を行った。
・あかばねロコステーションの防犯カメラの更
新により、利用者の安全性向上を図った。

・劣化・不具合箇所の優先順位を見定め、
計画的かつ効率的な施設の改修と設備機
器の修繕、部品交換等を実施する。観光情報サービスセン

ター運営事業

30,317,137

34

田原市内における観光事業を推進すること
で、国内外からの誘客を図る。また、地域
間交流の拡大と広域観光の推進を図るた
め、愛知県観光協会、東三河広域観光協
議会等に参画する。

125,836,379

○

事 務 事 業 評 価
・回復傾向にあるインバウンド観光客を呼び
込むため、広域で連携して観光を推進し、
国外からの誘客施策を実施する必要があ
る。
・観光資源の高付加価値化を図るため、観
光事業に携わる人材の育成を図る必要が
ある。

・観光体験博覧会たはら巡り～なの開催によ
り、体験型観光の推進と観光人材の育成を
図った。
・伊良湖温泉の新たな活用として、観光まち
づくり実践塾参加者等との連携により、温泉
塩の商品化につなげた。

・たはら巡り～なの体験プログラム主催者な
ど観光事業者向けのメディア活用勉強会を
開催し、伴走型支援により人材育成を図る。
・大学連携による観光コンテンツの開発に取
り組み、新たな魅力の創出につなげる。

観光推進事業
128,154,783

33

市内中小企業者の経営の改善を図るた
め、その指導機関である田原市商工会及
び渥美商工会に対して助成を行い、中小企
業者の指導育成を行う。また、安全で快適
な環境を保つとともに、中心市街地の活性
化を図る目的を以って、街路灯の維持管理
費や商店街の催事、共同宣伝への助成を
行う。

129,939,457

○

事 務 事 業 評 価
・中小企業者の経営改善を図るため、支援
機関である両商工会の担うべき役割は、大
きくなっている。
・両商工会の会員数、田原・渥美カード事
業協同組合の組合員数は、減少傾向にあ
り、会員、組合員の確保が課題となってい
る。

・市内中小企業者の経営の改善を図るため
支援機関である両商工会に補助を行った。
・たまぽカードに対し行政ポイントを発行する
ことで、市内での購買行動を促した。

・より効果的な中小企業者の経営改善支援
ができるように、商工会補助については、必
要に応じ補助対象事業などの見直しを行う。
・行政ポイントの発行など、カード事業協同組
合への支援を継続することで、たまぽカード
の利用促進を図る。

商業団体支援事業
53,294,144

32

セントファーレを適正に維持管理すること
で、訪れる利用客の利便を図る。また、田
原市民まつりなどを開催することで、地域の
賑わいを創出し、商業地の活性化を図る。

66,973,976

○

事 務 事 業 評 価
・セントファーレは、オープンから20年が経
過したことで、経年劣化や故障により交換が
必要な設備が見られるため、対応が必要で
ある。
・田原市民まつりを継続してきた中で、その
変遷とともに開催内容も大きく変化してい
る。

・2Fデッキ設置花壇の植栽部分について、
客土等を撤去したことで、大雨時の雨漏り被
害を防止し、利用者の安全性を図った。
・市民まつりにおいて、ハロウィンの仮装コン
テストの開催など、参加者が一体となって盛
り上がる企画を実施した。

・セントファーレの長期的な修繕計画を作成
し、施設の長寿命化、修繕費等の平準化を
図る。
・市民まつり推進協議会会員及び実行委員
等の意見を参考にしながら、今後の開催方
法や内容について検討し、見直しを進める。

商業地活性化推進事
業

49,964,062

31

商工業の振興を図るため、中小企業者が
運転資金等を円滑に確保できるよう、愛知
県と協調して市内11店舗の金融機関に資
金を預託するとともに、融資を受けた際の利
子補給を行う。また、6次産業化・農商工連
携を積極的に推進することで、地域産業の
活性化を図る。

126,604,365

○

事 務 事 業 評 価
・中小企業の経営者の高齢化や後継者不
在による廃業を回避すること及び創業者を
増やすための取組が求められている。
・地域経済の発展のため、6次産業化の推
進、地域産品のブランド化を図る必要があ
る。

・専門家による事業承継個別相談窓口を開
設し、経営者・後継者の相談に応じた。
・創業支援をはじめ本市の産業振興拠点と
して、田原市産業会館を整備した。
・渥美半島たはらブランドの情報発信及び認
定事業者等を対象とした商談会を開催し、
販路開拓を支援した。

・田原市産業会館を効果的に活用すること
で、中小企業の振興及び地域経済の持続
的な成長を図る。
・創業支援ネットワークの構成員と連携し、相
談体制を強化するなど、創業者に対する支
援の充実を図る。
・6次産業化等の商品開発、販路拡大を引
続き支援し、地域産業の活性化を図る。

中小企業活性化支援
事業

489,680,740

30

重要港湾三河港の整備・振興を図るため、
国・県・関係団体への要望活動、振興PR事
業の実施や自動車港湾としての特性を高め
る諸活動を行う。

9,461,792

○

事 務 事 業 評 価
・行政、商工、海運事業者等で構成する三
河港振興会を中心に、三河港の整備促進
や利用促進に向けた各種要望活動、ポート
セールス等を行っている。
・田原公共ふ頭-10ｍ耐震強化岸壁の供
用開始を見据え、港湾を活用する企業の
誘致を図る必要がある。

・田原公共ふ頭-10ｍ耐震強化岸壁の整備
の早期実現を図るため、愛知県に対する要
望活動を継続的に行った。

・三河港振興会を中心にポートセールスや
ポートセミナーを実施することで、三河港の
整備促進や利用促進を図る。
・田原公共ふ頭-10m耐震強化岸壁の利用
促進に向けて、モーダルシフトの推進や港湾
を活用する企業誘致に取組む。

三河港振興事業
10,049,927

29

田原市企業立地奨励金交付要綱等に基
づき、進出企業の初期及び拡張投資の支
援を図り、本市への企業立地を促進する。
また、臨海部に立地した企業で構成する田
原臨海企業懇話会の活動支援を行う。

29,660,524

○

事 務 事 業 評 価
・企業立地奨励金により、進出企業の初期
投資、拡張投資を支援している。
・田原臨海企業懇話会の幹線道路改善活
動や企業防災活動を通じて、立地企業の
生産性向上や企業防災力の強化を図る必
要がある。

・企業立地奨励金により、継続的な立地支
援を行うことができた。
・田原臨海企業懇話会による幹線道路改善
活動の支援を行ったことで、企業が抱える課
題や幹線道路整備に対する期待等を国県
道路管理者に直接提言することができた。

・企業の新規立地や事業所拡張の動向に関
する情報の把握に努めるとともに、引き続き
企業立地奨励金制度等による立地支援を
行う。
・立地企業の生産性向上のため、幹線道路
問題の議論を深め、道路や港湾インフラの
改善に努めると共に、大規模災害に備え企
業防災力の強化を図る。

立地誘導・活動支援
事業

21,794,071
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（年度当初）

405002020

観光の振興 22,525,376 1 商工観光部　観光課

2,894,528 2 折戸　裕美

3 普通

55,944,131 4 普通

2,769,021 5 普通 改善の効果 普通

405002030

観光の振興 3,917,958 1 商工観光部　観光課

4,329,606 2 折戸　裕美

3 普通

3,485,169 4 普通

4,111,960 5 普通 改善の効果 普通

405002040

観光の振興 6,948,841 1 商工観光部　観光課

1,726,787 2 折戸　裕美

3 普通

6,092,758 4 普通

2,305,235 5 普通 改善の効果 普通

405002050

観光の振興 6,574,429 1 商工観光部　観光課

2,041,709 2 折戸　裕美

3 普通

6,529,427 4 普通

2,212,478 5 普通 改善の効果 普通

405002060

観光の振興 108,843,552 1 商工観光部　観光課

3,697,696 2 折戸　裕美

3 普通

110,534,967 4 普通

7,851,448 5 普通 改善の効果 普通

405002070

観光の振興 101,746,220 1 商工観光部　観光課

5,121,652 2 折戸　裕美

3 普通

60,346,414 4 普通

5,862,174 5 普通 改善の効果 普通

405003010

観光の振興 47,000,000 1 商工観光部　観光課

6,393,481 2 折戸　裕美

3 高い

49,500,000 4 普通

6,834,581 5 普通 改善の効果 普通

42

魅力ある観光まちづくりを推進するために渥
美半島観光ビューローの支援を行い、官民
協働による観光及びレクリエーションの活動
の振興を図る。

53,393,481

○

事 務 事 業 評 価
・本市の観光振興の中核を担う組織として、
関係団体をとりまとめ、事業展開を進めるこ
とができるよう支援する必要がある。
・自立化のための安定的な財源確保を支
援し、収入に占める補助金の割合を下げて
いく必要がある。

・観光団体等と連携した観光推進事業を促
進するため、渥美半島観光ビューローの活
動を支援した。
・（R5）50,000千円　（R6）47,000千円
　（R7）49,500千円

・より安定した財源確保を図るため、収益事
業の強化や、自主財源の確保による経営基
盤の強化を支援する。観光団体活動支援事

業

56,334,581

41

田原市の観光魅力度の向上を図るため観
光施設の整備拡充、修繕等を実施すること
により、観光誘客及び観光客の利便を図
る。

106,867,872

○

事 務 事 業 評 価

・本市を訪れる観光客の満足度向上や滞
在時間の延伸を図るため、観光施設の適
切な維持管理及び計画的な改修・整備を
進める必要がある。

・観光地公衆便所の洋式化など、施設の利
便性を高めるための事業を計画的に実施し
た。
・太平洋ロングビーチの駐車場整備を実施し
た。
・蔵王園地公衆便所建設工事設計業務を
行った。

・観光地公衆便所の洋式化など、施設の利
便性を高めるための事業を計画的に実施し
ていく。
・伊良湖クリスタルポルトの建て替えについ
て、関係機関等と連携して検討を進めてい
く。

観光施設整備事業
66,208,588

40
観光地の公衆便所、駐車場、園地等を適
正に維持管理することで、観光客等の利便
を図る。

112,541,248

○

事 務 事 業 評 価
・海岸沿いに立地する観光施設について
は、塩害等の影響により施設及び設備の劣
化・老朽化が進行しやすく、継続的な維持
管理や修繕が必要となっている。
・劣化状況や利用実態を踏まえた計画的
な改修・更新を進めていく必要がある。

・現状を確認し、優先度の高い施設から修
繕を行うことで利用者の利便性を維持した。
・日出園地復旧工事を行った。

・計画的な施設の改修と設備機器の修繕、
部品交換のほか、景観維持のための雑木等
の伐採などを実施する。観光地維持管理事業

118,386,415

39
伊良湖温泉給湯施設の適正な管理運営を
実施することで、利用者の利便を図る。

8,616,138

○

事 務 事 業 評 価

・温泉の安定供給のために、機器のメンテ
ナンスや配湯を計画的に行う必要がある。

・温泉の安定供給を図るとともに、配湯を計
画的に行った。

・計画的な機器更新と設備機器の修繕、部
品交換等を実施する。
・温泉をくみ上げる源泉ポンプについて、３年
ごとのポンプ定期更新を行っていく。

伊良湖温泉給湯施設
運営事業

8,741,905

38

サーファー、観光客等、太平洋ロングビーチ
観光便益施設（管理棟、多目的トイレ1基、
男子更衣室：トイレ5基(小3基・大2基)、温
水シャワー3基、女子更衣室：トイレ4基、温
水シャワー3基）利用者の利便を図るために
適正な維持管理を実施する。

8,675,628

○

事 務 事 業 評 価
・海岸沿いに立地する観光施設のため、設
備機器の劣化・老朽化が進み、改修等に
要する費用が増加傾向にある。
・日本有数のサーフスポットの魅力を支える
施設として、適切な維持管理を継続する必
要がある。

・快適な施設利用環境の維持を図った。
・駐車場の白線の更新により、利用者の安全
性向上を図った。

・計画的かつ効率的な施設の改修と、設備
機器の修繕・部品交換等を実施する。ロングビーチ管理棟管

理事業

8,397,993

37

城下町文化の粋である山車・けんか凧を展
示紹介する田原まつり会館を適正に管理運
営することで、田原の伝統文化である田原
祭り、田原凧のPRを図り、観光客の増加と
地域の活性化につなげる。

8,247,564

○

事 務 事 業 評 価

・施設と設備機器の老朽化等に対応するた
め、計画的な改修が必要となっている。
・施設の効果的なPRを実施し、利用客の増
加を図る必要がある。

・快適な施設利用環境の維持を図った。
・ＪＲさわやかウォーキングなどの民間イベン
トと連携し、利用客の増加に努めた。

・劣化・不具合箇所の優先順位を見定め、
計画的な改修を行う。
・館内表示や動画資料等の多言語化を検
討する。

田原まつり会館運営事
業

7,597,129

36

太平洋、三河湾が一望できる蔵王山展望
台利用者の利便の向上を図るため、平成6
年4月に建設した蔵王山展望台施設（鉄骨
造4階建）、及び展望台周辺の園地等の適
正な管理運営を実施する。

25,419,904

○

事 務 事 業 評 価

・太平洋、三河湾が一望できる蔵王山展望
台において、利用者の利便性の向上を図る
ため、老朽化が進んだ施設と設備機器の計
画的な改修が必要となっている。

・快適な施設利用環境の維持を図った。
・高圧受変電設備工事を行った。 ・修繕や更新について、劣化・不具合箇所の

優先順位を見定め、計画的に進めていく。蔵王山展望台運営事
業

58,713,152
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事務事業名
R7決算額（円）

当該年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

年度以降の課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）

No 事務事業の目的

R6決算額（円）
評
価
実
施
判
定

事 務 事 業 評 価

事務事業の現状と課題
（年度当初）

406001010

労働環境・消費者支援の充実 18,608,000 1 商工観光部　商工課

1,255,817 2 花井　康臣

3 普通

18,585,000 4 普通

1,362,364 5 普通 改善の効果 普通

406002010

労働環境・消費者支援の充実 2,634,944 1 商工観光部　商工課

5,972,293 2 花井　康臣

3 高い

1,867,402 4 普通

5,519,309 5 普通 改善の効果 普通

406003010

労働環境・消費者支援の充実 2,457,797 1 商工観光部　商工課

4,626,974 2 花井　康臣

3 高い

3,728,403 4 普通

4,360,178 5 普通 改善の効果 普通

・消費者トラブルは、インターネットの普及・
発達などにより高度かつ複雑化しているた
め、問題を解決するために、専門家に相談
できる場所が必要である。

・東三河消費生活総合センターと連携し、田
原相談室では対面やオンラインシステムを
活用し、市民からの消費者トラブルの相談を
受け、解決に努めた。

・東三河広域連合消費生活相談業務のセン
ター集約化に伴いオンライン相談システムを
活用した相談体制となった。総合センターと
連携を図り、相談者に不便を感じさせない体
制を維持し、複雑化した消費生活相談に対
応していく。

消費者支援推進事業
8,088,581

・田原市からハローワーク豊橋まで距離があ
るため、求職者の利便性向上を図る必要が
ある。
・少子化の影響などにより、市内の事業者
の若手人材の獲得が困難な状況になって
いる。人材・担い手の確保や、人口流出防
止を図る必要がある。

・国と共同で運営する田原市地域職業相談
室では職業相談などを行い、市民の安定し
た雇用機会の確保に努めた。
・将来的に田原市への就職、定住、Ｕターン
就職等につなげるため、市内高校生などを
対象とした企業フェアを開催した。

・ハローワーク豊橋と連携し、求職者のため
の地域企業説明会を共催するなど、市内で
の就職を促進する。
・企業フェアの開催など、地域の企業の魅力
を伝える機会を設け、若手人材の確保に努
める。

雇用推進事業
7,386,711

・資金預託することで東海労働金庫が勤労
者に資金融資をすることが円滑になる。
・預託金、補助制度は、他市との均衡を図り
ながら実施している。

・東海労働金庫に資金預託することで勤労
者にへの生活資金等の融資の円滑化を
図った。
・勤労者の団体を補助することで、環境活動
や勉強会が開催され、勤労者の福祉の向上
に繋げた。

・預託金、補助制度については、他市の動
向を注視し、必要に応じ見直しを行う。

勤労者支援推進事業
19,947,364

44

田原市地域職業相談室において、求職者
への求人情報の提供を行い、市民に安定し
た雇用機会を確保する。また、市内学生等
を対象に、市内の臨海企業や中小企業、
各種産業を紹介する企業フェアを開催する
ことで、市内産業の魅力を伝え将来的な担
い手の育成や田原市内での創業機運醸成
に繋げる。

8,607,237

○

事 務 事 業 評 価

43

市内に在住在勤する勤労者への資金の融
資を円滑にし、生活及び福祉の向上を図る
ため、東海労働金庫豊橋支店に資金を預
託するほか、勤労者の団体が実施する福
祉事業への助成を行い、勤労者の健康の
増進と福祉の向上を図る。

19,863,817

○

事 務 事 業 評 価

45

地域住民の健全なくらしや生活の向上、消
費者問題意識を高め、消費者トラブルの防
止を図る。また、金融広報活動及び消費者
教育活動の促進を図る。

7,084,771

○

事 務 事 業 評 価


